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〈算数科共通研究主題〉

数学的な考え方を育てるための指導の工夫
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本年度の研究の取 り組み

本年度 は,新 教育課程に基づ く教育の充実 を目指 し,教 育課程実施上の課題 とな る内容

を取 り上 げ,児 童の主体的な学習を 目指 した授業の在 り方を追究 した。特に,新 しい学 力

観 ・評価観に基づ く具体的な指導の在 り方,教 材の とらえ方,評 価の進 め方等 を中心 に考

察す るよ うに した。

研究を進め るに当た って は,5分 科会を編成 し,各 領域の課題や特性 と関連づ けて,数

に対す る柔軟な見方 ・考え方の育成,体 験的活動 を通 した量感の育成,図 形の機能や美 し

さに着 目した指導,共 感的な児童理解に基づ く評価 と支援,多 様な見方 ・考え方の育成を

視点 に,「 数学的な考え方を育てる指導 」にっいて実践的に追究 した。
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数に対する柔軟な見方 ・考え方ができる

国 子どもを育てる指導法の工夫

1主 題設 定 の理 由

計算の指導では,新 しい問題場面 に出会 った時,既 習事項を活用 して筋道立てて考え,自

らの力で計算方法を考え出す ことがで きるよ うにす ることが大切であ る。

しか し,児 童の実態をみ ると,新 しい問題 に積極的に挑戦 し,計 算方法 を見つけようとす

る児童は多 くはない。 これ は,と か く計算指導が,形 式処理によ って正 しい結果を求め るこ

とに偏 りが ちである ことが大 きな原因である と考え られ る。 また,計 算方法 を創造的 に考 え

るための基礎 ・基本の指導が十分でないことや,数 に対 しての親 しみや関心 を もっよ うな体

験が少ないためではな いか と考え る。

数 に対す る柔軟な見方 ・考え方を育て ることは,計 算にっ いて考察す る際 解決に行 き詰

まった場合に発想 を転換 した り,自 分の解決方法を見直 した りす るための基礎 ・基本 を育て

ることである。基礎 ・基本は,活 用す ることによって定着が図 られ るものであるとの認識 に

立 って,本 研究で は,計 算の場面で 目的 に応 じて数を処理 し,活 用で きるための 「数に対す

る柔軟な見方 ・考え方 」を取 り上 げ,そ の意図的 ・計画的な指導 について考える ことに した。

そのために,「 数 と計算」領域の指導内容を見直 し,学 年 ごとに数を柔軟 に見る ことがで き

るということは具体的にどのよ うなことかを とらえ,そ れを踏 まえて教材や指導法の改善を

図 ろ うと考えた。

II研 究 のね らい

1.各 学年 ごとに,計 算の場面において数 に対す る柔軟な見方 ・考 え方がで きるというのは

具体的にどのよ うな ことかを明 らかに し,指 導の系統化を図 る。

2.数 に対す る柔軟 な見方 ・考え方 を育てるための指導法を考える。

皿 研 究 仮 説

数 に対す る多様な見方が活用で きる場面を具体的にとらえて,意 図的 ・計画的な指導を行

えば,数 に対す る柔軟 な見方 ・考え方ので きる子 どもが育 つ。

IV研 究 の 内容

1.数 の見方 にっ いて

今回の学 習指導要領で は,1っ の数 を他 の数の和,差,積,商 と してみた り,数 の相対

的な大 きさに着 目 してみた りす るな ど,数 を固定的にみるので はな く,他 の数 との関連で

柔軟にみ ることので きる能力や態度を育て ることが一層重視 されてい る。
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そ れ は,具 体 的 な 問題 解決 に 当た って,数 量 の 関 係 を適 確 に と らえ,数 の処 理 を効 率 的 に

行 うな ど,活 用 で き る知 識 と して定 着 を図 る ことを 目指 して い るか らで あ る。

本 研究 にお いて は,数 に対す る多 様 な 見方 を次 の よ うに と らえた 。

(1)数 の意 味,数 の 構成 に基づ く見 方

① 単位 の考 え に基 づ く見方(数 の 相対 的 な大 き さ)

(例)26000は1000の26個 分,100の260個 分

② 十進 位取 り記 数 法 に 基づ く見方

(例)713→ 百 の位 が7,十 の 位 が1,一 の位 が3

③ 他 の 数 の和,差,積,商 と してみ る見方

(例)100-97+3,100-25×4,98-100-2

(2)大 まか に数 を と らえ る見方

(例)98は100に 近 い,93+9は100よ り大 き くな る。

(3)具 体 化 してみ る見方

(例)12×4の 計 算 を考 え る時,ア レイ図 を使 って 考 え る。

000000000000

000000000000

000000000000

000000000000

12=10+2と みる

10x4=402x4840十8=48

2数 に対す る柔軟 な見方 ・考え方の捉え方 について

「数 に対す る多様な見方」は,問 題解決の場面で,

よ り深め られ る。

本研究 にお いていは,

き,目 的に応 じて数を処理 し,

いての問題解決の場面で,

既
習
事
項
を
使

っ
て
解
く

000000000000

000000000000

000000000000

000000000000

12=6+6と み る

6x4=2424十24=48

目的 に応 じてそれを使 うことによ って,

「数 に対す る柔軟 な見方 ・考え方 」を 「数 に対す る多様 な見方が で

活用で きること」であ るととらえた。具体的 には,計 算につ

次の ような活用を図 ることを考えた。

解 け た

解 け ない,

と う しよ う

*ど ん な ア イデ アを 使 ったの か児 童 自身 に明確 にな るよ うにす

[
る。

*も っと上手な解決法が ないか考 える⇒発想の転換をす る(数

についての柔軟 な見方 ・考え方)

*ど んなアイデァを使お うと したのか児童 自身に明確になるよ

〔
うにする。

*別 の考え方で解決で きないか考える⇒発想の転換をす る(数

についての柔軟な見方 ・考え方)

〈教師 は,発 想 の転換 を促す支援 をす る〉
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3.数 に対する柔軟 な見方 ・考 え方を育て る指導の工夫 〔加法 ・減法 ・乗法の指導を中心 に〕

(1)数 に対す る柔軟 な見方 ・考え方 を育て る具体的指導場面

児童が,新 しい課題 に直面 して既習事項 を使 って問題を解決 しよ うと した時 には,何 ら

かの発想の転換が必要 となる。 このよ うな場面を とらえ,ど のような発想の転換が必要か,

「数の見方 」を中心 に具体化 し,系 統立てて指導がで きるよ う考えた。計算の場面で数値

が変わ ってい くことにより,解 決の方法がよ り有効 な ものに整理 され た り,新 たな見方が

出て きたりす る。 このよ うな指導を意図的 ・計画的に行 ってい くことにより,数 に対す る

柔軟な見方 ・考え方が育っので はないか と考えた。

①1,2年 の加法 ・減法

○数範囲の広が りによ って数の見方を変え る。

9一ト46十911-}-8

・数 えた し ・6に4た して10 、10に5・ たされ る数が10よ り大 き

(9に1ず つたす)た して15(加 数分解)い 。 どうしよう。

*「 答えがす ぐ分かるよう10を っ くるのが面倒だ*「10が っ くれないかな」

にす るにはどう した らよ*「 簡単 に10を つ くる方法 ・11を9と2に 分けて,2

いか」 ⇒ はないか」 ⇒ と8で10を つ くる

*「10を つ くるとよい」 ・6を1と5に 分解す ると(被 加数分解)
・4を1と3に 分解す る よい(被 加数分解)・11を10と1に 分解す る

(加数分解)(位 に分け る)

② 整数の乗法

○被乗法の桁数が増えたため に数の見方を変え る。 ○乗法の桁数が増 えたたあに数の

見方を変え る。
12x4,r32x4-一,r-8x30

*「 かけ られ る数を どうみ ・1桁 の数 に分けるの は大 ・30は10が3っ 分

た らよいかな」 変だ8×(10×3)
・12を6×2と みて ,6×*「 簡単にで きる方法 はな*「30に つ いて,別 の見方

8と す る いか 」 はないか」
・12を6+6と みて ,6× ⇒ ・32を30+2と み る ⇒ ・30は3の10倍

4=24,24+24と す る(位 で分ける)8x(3×10)
・12を10+2と みて ,10× ・30は10が3つ 分 とみる だか ら,8×3の10倍 で

4と2×4を たす(単 位の考 え)答 えが求め られる

③ 計算 を簡単 にす るために数 を多様にみる場面

加法102+169+98=(102+98)+169-200+169

乗法25×12=25x(4×3)=(25×4)×3=100×3

(2)指 導法の工夫

① 自力解決の段階で は,既 習事項を用いて,試 行錯誤 しなが ら自分な りに解決 させ る。

② 既習のどのよ うなアイデアを用 いようとしたか,児 童 自身に明確 にな るよ うにす る。
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③ 問題解決のなかで,そ れ ぞれの数の見方 や操作の方法のよさに気付 くように適 切な発

問 ・助言を工夫す る。

④ 既習のアイデアを生か しなが ら,ど のように数の見方を変えることによって,新 しい

計算の方法が発見できたかが明確 にな るようにす る。

V指 導 事 例

1。 単 元 名 ひ き算(2>〔 第2学 年]

2.本 時の目標

・波及的 に繰 り下が る時 も
,繰 り下 が り1回 の時 と同 じよ うに考え られ るよ うにす るための

工夫がで きる。

・3位 数か ら1位 数をひ く減法で,繰 り下が りが波及す る計算の仕方が分か る。

3.展 開

課

題

把

握

解

決

の

☆数に対す る柔軟 な見方 ・考え方 ★育て る手立 て

あ き子 さん は,カ ー ドを304ま い も って い ます 。 その うち8ま い,お と もだ ちに

あ げ ま した。 なん まい の こ って い ます か 。

Tな に算 にな るか な?

Clrな ん 枚 の こって い ます か 」 と聞 いて い るの で , ひ き算だ と思います。

か んが え て み ま しょ う。

問 題 解 決 の 視 点

4か ら8は ひけない

十の位か ら繰 り下 げたいけれ ど ⇒

0だ な,ど うしよう?

C,筆 算 で解 く。

304296

十

296304

・304を ど うみ た らいいか な?

・8を ど うみ た らい いか な?

・習 った方 法 は使え な いか な?

☆既習の計算方法 に基づいて計算 している。

★計算の仕方 ・考 え方を数の見方に置 き換えて 「どう

見ているのか」を説明でるよ うにす る。
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計

画

実

行

検

討

ま

と

め

C3筆 算 で解 こうとす るが繰 り

下が りの操作を誤 る

304296

-8→+8

206214

C4筆 算 で解 こ うとす るが ひ き

方 がわ か らな い。

C5「 位 の部 屋 」を使 い,数 カー

ド ・お 金 ・お は じき等 を操 作

して解 く。

★ 「304を ど うみ た ら,う ま くひけ るか な?」 「8は ど う

見 た らいいか な?」 「今 まで に習 った方 法 が使 え な い

か な?」 等 の 助 言 を与 え,既 習 の数 の 見 方 を想 起 さ

せ る。

C'3、C'4

・304→300と4 ,294と10と み る。

・8→10よ り2少 ない 数 ,4と4と み る。

☆ 数 を お は じき等 に よ って,具 体 化 して捉 え よ うと し

て い る。

★ 「位 の 部 屋 」や数 カ ー ド等 を 使 い,波 及 的 な繰 り下 が

り操 作 を視 覚 的 に捉 え させ る。 ま た,筆 算 につ な げ

る ことが で きな いか 考 え させ る。

Tど んな方法で解 いたか発表 して もらいま しょう。

C2～C5の 方 法 を発 表す る

Tい ろいろな方法で計算す ることができま した。それぞれの発表を聞 いて いて,こ の

よ うな数 の計算の時,こ の方法がいいなあ と思 うものはどれで したか?

C筆 算で解 くとす ぐにで きて いいです。

CC'、 の考 え方 は筆算 と同 じなので,こ の考え方を使 って筆算 を使 って いきたい。

CC'、 の考え方 は,10に 近い時 は簡単 にひけていいです。

★繰 り下が りが連続す る場合,被 減数の見方を どの ように しているかを掌握 させ る

Tカ ー ドの数 は296枚 だ とい うことが分か りま した。今 日,学 習 したことを使 って【203

-9】 の計算の仕方を考 えま しょう
。

★活用の場面を入 れることによ り,よ り有効 な方法を実感 させ る。

VI研 究の 成果 と今 後 の課 題

1.研 究 の成果

(1)各 学年 ごとに数に対す る柔軟 な見方 ・考え方 を明 らか に して,具 体的な指導場面を探 る

ことがで きた。

(2)既 習事項を もとに問題 を解決す る際 発想を転換 しなければな らな い場面が明確 にな っ

た。 この発想の転換場面 を工夫 し,系 統立てて指導す ることによ って,児 童の数に対す る

柔軟な見方 ・考 え方が育つ ことが分か った。

2.今 後の課題

(1)整 数の除法,小 数 や分数 の加減乗除の具体的指導場面について考察 して い く。

(2)教 師のはた らきかけの工夫 として,発 問や助言,援 助活動 をさ らに探 ってい く。

(3)数 に対す る柔軟な見方 ・考え方が身 に付 き,活 用 しようと して いるかをどのよ うに評価

した らよいか,評 価 の観点や方法を探 って い く。
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圏
量感を育てる指導の工夫

体験的な活動を重視 して一 一

1主 題 設 定 の理 由

今回の学習指導要領で は 「量 に対す る感覚 を豊かにす る」 ことが強調 されてい る。 これは,

量 と測定の学 習が単な る知識や技能 の習得に終わ るので はな く,習 得 した知識や技能が生活

の中で活用で きるようにす ることを 目指 しているか らであると考え る。

一方,児 童の実態をみると,量 のおよその大 きさを 見積 ることや 目的に応 じて適切な単位

や計器を選択 した りす ることが十分でない児童,測 定値の大 きな誤 りに気付かない児童が少

な くない とい う状況であ る。様 々な ものを測定す る際 に,基 本的な単位にっ いてその表す量

のおよその大 きさを感覚的にと らえ る体験を豊富に させ るなど,量 感を豊か に して,様 々な

問題に活用で きるようにす る指導が大切であ ると考え る。

具体的 には,1m,14,1kgな どの普遍単位の学習の際 それ らの量を身近な具体物 と

対応 させ てと らえたり,そ の具体物を用いて測定 した りす ることな どの体験を通 して,普 遍

単位 についての量感が育つ もの と考え る。 また,自 分の体 の部位の長 さや持ち物等の重 さな

ど一人一人の児童に生活に根 ざ した自分な りの測定 の基準を もたせ ることも必要で はないか

と考 えた。 これ らの学習を通 して,生 活に活用で きる量感が身 に付 き,児 童 に数学的 な考え

方が育て られ るもの と考え本主題を設定 した。

H研 究 のね らい

量感を育て るための指導の在 り方 にっいて,次 の2点 を中心 に考究 し指導の系統化を図 る。

(D量 感を育て るため に,ど のよ うな活動 を体験 させ ることが有効か。

(2}量 感を育て るため に,学 習過程 をどのよ うに工夫 した らよいか。

皿 研 究 の仮説

普遍単位の大 きさを身近な具体物 と対応 させて とらえた り,そ の具体物を使 って測定 した

りす る体験を豊富 にす るとともに,学 習過程を工夫す ることにより,豊 かな量感が育つ。

N研 究 の 内容

1.量 感を育て る三つの視点

量感 とは 「量の大 きさを大 まかに見当付 け られ る量 に対す る感覚」 と考え,そ れが生活

の中で活用 で きるようにな ってい る状態を 「豊かな量感」 ととらえた。す なわち,問 題解

決の場面で,ど れ くらいの量かを大まかに見積 って測定の大 きな誤 りを しないよ うに した
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り,単 位や計器を 目的 に応 じて選択で きたりするための量感を育てた いと考えた。そこで,

操作や測定など 「体験的 な活動 」を重視 した学 習を基盤 として,次 の三っの視点か ら 「豊

かな量感 」の指導に取 り組む ことに した。

ω 普遍単位の量感の育成

ω 一人一人の児童 に生活 に根 ざ した測定の際の基

準 を もたせ ること

(ウ)見 積 り→実測→見積 りを振 り返 るという学習過

程の設定

体験的な活動

2量 感を育て る体験的な活動 につ いて

(1)普 遍単位の大 きさを認識 させ る活動

普遍単位 とな るもの を手 に取 った り,目 で見た りす るとその量感が明確にな る。そ し

て,見 積 りや実測の際,常 にその普遍単位のい くっ分 かを認識 させ ることが,量 感を豊

かにす るのに有効であ ると考える。

例 一第3学 年 「重 さj

lkgの 重 さの ものを持 つ,測 る,作 る活動の中で,砂 や紙,お が くずなど質の違 うも

の を多 く取 り扱 うことによ り,1kgと い う量の大 きさを明確 にとらえることがで きるよ

うにす る。そ して体重26kgは1kgの 砂袋26個 分 とい うように,測 定 の際に普遍単位 と同

じ大 きさの具体物 を振 り返 らせ る。

(2)一 人一人の児童に生活 に根 ざ した測定の際 の基準を もたせるための活動

自分の体の各部位 に関連 した長 さを知 ることや 日常身近な物の重 さを知 ることなど,

一人一人の児童が生活 に根 ざした測定の際の基準を もっ ことで,概 測能力が高ま り,測

定値 の正誤の判断が しやす くな り,測 定 に対 する関心 ・意欲が高 まると考え る。

例 一第2学 年 「長 さ」

自分の体を使 った もの さ しづ くりで,体 のいろいろな部分を測定 した中か ら,の ちの

ち便利に使えて値を覚 えやすい部分の長 さを基準 とな る単位 と した。それを使 って校内

の いろいろな遊具の大 きさや木の太 さなどをおよその値 で測 り取 る。

(31学 習過程に取 り入れた 「見積 り→実験 ・実測→検討 ・修正」 とい う一連の活動

最初の見積 りと,実 験 ・実測後の見積 りとを比較 させ る ことは,確 かな量感を育てる

上で とて も有効である。
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例 一第5学 年 「体積」

身近な もの(卵,野 菜など)の 体積を知 るときに,最 初に予想 したのち同量の粘土で

再現 させ ると,別 の ものの体積を知 るとき,そ の見積 りはかな り正確になる。

3学 習過程の工夫

上記の視点を1単 位時間に組み入れた学習過程を考えた。見積 る時や実測の時に普遍単

位を意識 させ,検 討 と修正の時 に自分 なりの測定の基準をつか ませ る。 これ ら一連の過程

を体験的 な活動 と して位置付けることが大切であ る。単元を通 して計画的に この過程 を組

む ことが有効 と考え る。

一

学 習 過 程 学 習 の 流 れ 指 導 の 視 点 ◎数学的な考え方
一

課題をっかむ ・日常 に即 した課題の工夫

課 題 把 握
・量感を認識す るよ うな課題の工夫

見積る ・身近 な もの と対応 させて見積 りに根拠を もた

体 見 積 り せる ◎概括的な把握の考え(概 測)

験
◎関数的な考え ◎単位の考え

見通 しを持 って実験 ・実 ・実験 ・実測 に見通 しを もたせ る

的 実 験
測をする ◎概括的な把握の考え

実 測

な
◎単位の考え ◎操作の考え

実測値と自分の見積りと ・見積 りと実測値との対比を させる

活
見 積 りの を比べる ◎概括的な把握の考え(結 果をはさみ こむ)

動 検討と修正 (結 果を丸め る)

自分の量感にっいての認 ・生活 に根 ざ した 自分 なりの測定の基準を もた

量 感 の 獲 得
識を深める せる ◎関数的な考え

得た量感 を使 って新たな ・量感 を日常 に生かす ようにさせ る

ま と め
問題に取り組む

V指 導 事例

1。 題材 「長 さ」(第2学 年)

2.本 時のね らい

・自分の体の各部分の長 さを見積 り,実 測値 と比較 して確かめ ることができる。

・自分の体の各部分のだいたいの長 さを知 り,基 準 とな る単位を自分の中に もつ。
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3.展 開

学習過程 学 習 の 流 れ ◎数学的な考え方

1課 題をっかむ

課 Tも の さ しが なか ったらどうしよ う。長 さを測 ることがで きるかな。

題 C長 さが分か っているものが あれば,測 れる。C指 を使えば測れ る。

把 自分の体の いろいろな ところを測 って,も の さ しを作 ってみ よう

握 Cど こにあるのかな。C体 にあ る

T今 日は,自 分の体のいろいろな ところを測 ってみ よう。

見 2見 積 る(ワ ー ク シー ト配布 ・記入)

体
積

T測 る前に,だ いた いどの くらいの長 さか予想 してか ら測ろ う。

C指 の 太 さ は1cmく らい か な。

験 り C足 の大 きさは00cmな ど(◎ 概括的な把握の考え)

的 実 3も の さ しを使 って,実 際 に測 定す る。(30cmも の さ しを 使 用)

測 (◎概括的な把握の考え ・単位の考え)

な

見
4見 積 りを振 り返 る(見 積 りと測定結果 との比較 ・自己評価)

活 検積
討 り
との

T予 想 と測 った長 さを くらべてみよ う。

C指 の太 さはぴ った りだ った。

動 修 C足 の大 き さ は,1cmち が って い た。 だ いた い よ い。
正

C両 腕 を広 げ た長 さ は,10cmち が って い た。 少 しちが った。

量 5測 定結 果を発表す る(基 準 とな る大 きさを もっ)

感 T予 想 と実際の長さを発表 して もらいます。
の

獲 (身長,両 手を広げた長 さ,肘 か ら先,か か とか ら膝 中指 と親指の間)

得 (足 の大きさ,手 の幅,人 指 し指,親 指 につ いて児童が発表す る)

6学 習の まとめ と量感の活用

ま T今 日みんなが分か った ことを発表 しよ う。

と じぶ んの体の長 さ → じぶんだけの もの さ し

め T自 分 だけの もの さ しを使 って,机 のたて と横の長 さを測 ってみ よ う。

Cた て は35cmく らい,横 は60cmく らい。(◎ 関 数的 な考 え)

4.指 導後 の児童の変容(次 時の様子か ら)

児童は,も の さ しを使わな くて も,「 自分の体の00の い くっ分 だか ら○Ocm」 と,身

近 なものの長 さをおお まかにとらえる ことがで きた。校庭の遊具の長 さを測 る活動 では,

鉄棒の長 さを手の幅で測 る,登 り棒の高 さを身長で見積 るなど,意 欲的に取 り組む姿が見

られた。 これ らの体験によ って,身 近 な ものの長 さを知ろ うという意欲が増 したように思
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われ る。 また,測 る対象に合わせて単位 として用いる体の部位の選択 が適切であ った。

VI研 究 の成 果 と今 後 の課題

1研 究の成果

(1)普 遍単位について,身 近 な具体物 と対応 させて と らえたりその具体物 を用いて測定 し

た りす る体験的な活動を重視 した指導 は,量 感を育て るため に有効であ った。

② 見積 り→実測→実測値 との比較による見積 りの検討 と修正,と いう学習過程 を繰 り返

す ことにより,根 拠を もって見積ろ うと した り,手 際のよい測定 を しよ うと した りす る

よ うにな り,実 測値の正誤 の判断が適切にな って きた。

2今 後の課題

(1)生 活に根 ざ した測定の際の基準の獲得を図るたあ,身 近 な ものの中か ら素材を発 見 し,

教材化で きるよ う,さ らに研究 を深める必要があ る。

(2)時 間配分等に若干の問題があ ったので,単 元全体を見通 して,目 的 に応 じた体験的な

活動を指導計画に折 り込む工夫が必要で ある。

図形の美しさや機能に気付き,構 成要素に

回 着目して図形を考察する力を育てる指導の工夫

1主 題設 定 の理 由

図形領域 において,図 形の もつ よさが分か りその活用 に目を向け させ るよ うにす ることは,

算数 を学 習す る意義を理解 し,学 習意欲 を高め るとい う点で重要な ことである。

しか し,指 導の実際か ら見 ると,こ れまでは図形の概念の理解や作図,構 成などの認知的

側面 に重点が置かれていたように思われ る。図形の もっ美 しさや機能 に目を向け,驚 きや感

動をバネに して学習活動 を展開 して い く情意的側面を重視 した指導 によ り,認 知的側面 にっ

いての学習 も,よ り効果が上が るもの と考え る。

図形は生活に生かされていることが多 い。 それは図形の もっ機能 によると考え られ る。例

えば,タ イヤが 円であることは,一 方向に転が るとい う機能 を,そ して,段 ボール箱が直方

体であ るの は,す きまな く安定 して積 めるとい う機能 を生か しているか らで ある。 また,建

造物な どを見 ると,左 右対称 な均衡 のとれた美 しさを有 しているものが多い。 このよ うな図

形の もっ美 しさや機能 に気付かせ,そ の形が美 しいと感 じられるわけや,生 活 に生か されて

いるわけを分析 的に見ることによって,構 成要素であ る辺や角などに着 目 して考察で きるよ

うに したい。そ して,構 成要素 に着 目 して図形 を考察 して い くことによ り,さ らに数理の も
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っ美 しさを とらえることもで きるのではないか と考えた。

II研 究 のね らい

・図形の もつ美 しさや機能 につ いて明 らかにす る。

・図形の構成要素 に着 目 して図形を考察す る指導の在 り方を探 る。

皿 研 究仮説

図形の もつ美 しさ ・機能 に気付 く経験 を豊かにすれば,構 成要素 に着 目して筋道立てて図

形を考察す る学習意欲が高 まる。

IV研 究 の 内容

1.図 形の もっ美 しさや機能 に気付 くことと,構 成要素に着目 して図形を考察す ることとの

関連

「図形の もつ美 しさや機能に気付 く」活動を通す ことによって学習意欲が高 まり,さ らに

美 しさや機能の視点か ら図形の構成要素 にまで着 目 して考察す ることがで きると考え本研究

を進めて きた。

このよ うな学習過程を大切 に し学 習を進

め ることは,図 形の概念や性質を理解す る

学習意欲 上
で有効であると考え た。つま り,① 図形

4↓

総
合
的
見
方

分
析
的
見
方

團 一 機能購＼
活

1構 成要素1 側 知
面 的

を考察す る視点が はっきりする。②図形を

系統的,発 展的 に考察す る ことがで きる。

(例 ころが る⇒ まるい⇒ 円⇒球⇒ 円柱)

この ことか ら,筋 道立てて考えてい く数学

的考 え方が育成 されると考えた。

4b

数 学 的 な 考 え 方

2.図 形の美 しさにつ いて

① 左右が対称で ある線対称 ・点対称のよ うな対称図形の美 しさ(対 称性 の美 しさ一 円

・正三角形 ・正六角形 ・正方形など一 「整 っている」「つ り合 って いる」)
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② 形を単純化 し基本図形 と してみ ることがで きる美 しさ(理 想化 され た美 しさ一平行

・直角 ・垂直 ・直線一 「す っきりしている」)

③ 敷 きっめ られ る,模 様が繰 り返 して いる,一 定に並んでいるな どの美 しさ(連 続 し

ている美 しさ)

④ 図形は簡単ない くっかの図形か らで きて いることや立体が平面図形 か ら構成 され る

ことなどの美 しさ(構 成 の美 しさ一正方形 は直角三角形2つ など)

⑤ 拡大,縮 小、合 同など①～④ までの美 しさ以外 に考え られ る美 しさ

3図 形の美 しさや機能 に気付 き,構 成要素 に着 目し図形 を考察す るための指導の工夫

(1)課 題の工夫

・問題解決への方向性が明確な課題

・問題解決の過程で,具 体的な操作活動が有効に活用で きる課題

・問題解決の過程で,図 形の もつ美 しさや機能に気付 く課題

(2)教 材 ・教具の工夫

・直観的にみて,直 接触 って,操 作 してみて,美 しさや機能を感 じることがで きるよう

な教材 ・教具

・児童の技能の稚拙 さによって影響 されに くい教材 ・教具

(3)具 体的な操作活動の場の工夫

・触 る,並 べ る,切 る,折 る,積 む,転 がす,か く,な どの活動が繰 り返 し行われ るこ

とによ って課題の解決 とな り,図 形の美 しさや機能 に迫 って いけ る学習の場

(4)「 見 る」一(「 眺める」「観察す る」)一 とい う活動場面の設定

・場面により,具 体的な操作活動 によ って完成 された ものを じっと眺め,見 っめ直すよ

うな時間を取 り,じ っくりと美 しさを味わ う時間を大切 にす る

(5)図 形をみっめ る様々な視点が もて るよ うにす る

・解決や検討の過程で,図 形の構成要素に着 目 して考察で きるよ うに様々な視点 が もて

るよ うに発問や援助の工夫をす る

「どう してその形 を選んだのか」「その形の どんな ところが よいのか」「どんな ところ

に気をつ けてその形 をっ くったか」「も しこの形だ とどうな るか(⇒ 本当にそ うな る

か確かめてみ よう)」等 の発問を場面 に応 じて使 い分 ける。 その理 由を考え,表 現す

る活動の中で,長 さ,大 きさ,数,形,組 み合わせ等の様 々な視点か ら検討で きるよ

うにす る。
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(6)児 童のつぶや き,活 動の様子を重視

・具体的な活動場面 における児童のつぶ や きや活動の様子を細 か く観察 し評価す るとと

もに指導 に役立て る

(71継 続的,発 展的 な見通 しの上に立 った学習過程

・図形の もつ美 しさや機能 に気付 く体験 を豊かに し,さ らに 「この形の美 しさは何によ

る もの か」「この形の美 しさについて もっと詳 しく考えたい」 とい う課題 に発展 させ,

図形の構成要素 に着 目し,図 形を分析的 にとらえ,図 形に対す る数学的な思考 力を高

めてい くことは,1時 間の授業だけでは難 しい。そ こで,単 元を通 して計画性を もち,

繰 り返 し図形を考察 し図形の見方を深めてい くことが大切 である。 さ らに,年 間や学

年の図形学 習を見通 した学 習計画が必要である。

4指 導事例 第1学 年

(1)単 元名 「かたちq)」

(2)指 導計画(8時 間)

『
指 導 の ね ら い

[時 数
気付かせたい美 しさ ・機能 活動内容

①
基本的な立体図形の機能 に気付

く。

2 積む,重 ね る 転が る

(本時1/2)

積み上 げゲーム

転が しゲーム

②
基本的な立体図形の仲間分けを

する。
2
すべ る,転 が る

形の美 しさ

仲間分け

手 さ ぐりゲーム

③

④

基本的な立体図形を使 って形を

構成する。
1
形の美 しさ

図形の活用
ロ ボ ッ ト作 り

基本的な平面図形を仲間分けす

る。
1 形の美 しさ 写 しとる

⑤
基本的な平面図形を使 って形を

構成する。
2
しきっめ(連 続性,構 成の美

しさ)
形作り遊び

3本 時の学習

①本時の 目標

ゲームを通 して,基 本的な立体図形(筒 形 ・箱形)の 機能(安 定 して いる,積 み上げ ら

れ る,転 が る)に 気付かせ る。

②展 開*は 美 しさ ・機能の視点

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点1

課
題
把
握

T沢 山 の 積み 木 が あ るね 。 今 日は,み ん な で タ ワー を

作 り ま し ょう。 高 く積 もう とい う意 識 を もたせ る。
・ル ー ルの 表 を貼 り,ゲ ー ムの や り

方 を 覚 え させ る。1た か いたわあをつ くろ う。}
/ル ー ル の説 明 を す る。)

T1回 戦 を始 め ます 。

C(ゲ ー ム をす る。>

T2回 戦 を始 め ます 。そ の まえ に,も っと高 い タ ワ ーに

す るた め に,作 戦 を 考 え ま し ょ う。

・運んだ り,積 み上 げた りす るのに
手間取 っている グループを把握
し,2回 戦 目の助言 に役立て る。
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話 し 合 っ た こ と *作 戦会議

解 ・三 角 は最 後 に積 む
。 ・横 に並 べ て い く。

・運ぶ時 は,横 に した方が安定
・大 きい形 は横 に して 運 ぶ 。 ・長 い形 を運 ぶ 。 して運びやすい。

決
T で は 、2回 戦 を始 め ます 。

・積 む と きは ,た て長 の形 が よ

い。
の ・上下が平 らな形(柱 体)だ と
・ ゲ ー ム で の 反 応 、

積 みやす い。
実 ・長 い形 を 持 って くる。

・円錐 は最 後 に す る
。

行
・角 柱 が 落 ちた の で ,横 に して 運 ぶ。
・錘 体 は よけ て お く

。(最 後 にの せ るた め。)

*美 しさ ・機能の視点で話 し合 って
い るか見 る。

・たて 長 に積 む 。
」 *評 価の視点

・平 らな形 を選 ぶ
。

・直 方体 を選 ぶ 。
・球 は選 ば な い。

T高 い タワーを作 るために,ど んな作戦をたてま したか。

解 C細 長いのを積む ようにする。 *直 方体の長い辺 をたて にす ると高

決
C運 ぶ と きは横 にす る。 で も,こ れ(円 柱)は 横 に す

る と くる くる っ て い っ ち ゃ うの で だ めで す 。

く積め る。
*上 下が平 らな形(柱 体)だ と積み

の Tど う して,こ れ(角 錐)は,横 に して 運 ば な い の 。 やす い。

検
Cと ん が って い るの で,ぽ ろ っ とい っち ゃ うの で,一

番 最 後 に す る。

討 T本 当 か な?や って み る よ。 *上 下が平 らな形は,積 め ることを

(角 錐 の上 に積 ん で み る。 落 ち る。) 再認識 させ る。

ま T今 度は転が る形 を使 って,何 かゲームを してみ ま ・次 時 への 意 欲 づ け を す る。

と し ょ う 。

め Cわ 一 い,早 くや りた い なあ 。

③発 展

1年 で扱 う機能への着 目は,「 ものの形を認めた り,形 の特徴を とらえた りす る」経験

を豊かにす ることの一つであり,こ の経験 は,そ れ以後の学習で基本的図形の概念 や性質

を理解す る際に生か され る。

V研 究 の成 果 と今後 の課 題

〔研究の成果〕

(1)図 形の美 しさにつ いて分析す ることがで きた。

(2)図 形の美 しさや機能 に着目す ることは,構 成要素に 目を向けて図形 を考察す るきっかけ

と して有効であることが授業 を通 して確かめ られた。

(3)学 習指導要領で は,図 形の美 しさや機能 にっいて1,3,6学 年だけ しかふれて い;∵い

が,こ の研究を通 して,全 学年通 して美 しさや機能を視点 に図形学習を分析す ることがで

きた。その結果,ど の学年において も美 しさや機能 に気付 き,そ れを契機 に構成要素 に着

目で きる授業が可能であると分 か った。

〔今後の課題〕

(1)学 年が上が るにつれ,構 成要 素に着 目す る学習が多 くな り,機 能や美 しさを取 り上 げる

ことが難 しい。高学年の教材開発や課題の工夫を考 える必要があ る。

(2)授 業の中で美 しさを感 じ,機 能 に気付 くことに対す る評価の視点や方法を明確にす る。
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主体的に考え,実 践する力を育てる

国 評価と支援のあり方

1主 題設 定 の理 由

児童 は,自 分の よさや可能性 を信 じ,自 分の力を伸ば して いきたいと願 っている。一方,

教師 も児童のよさや可能性を引 き出 し,自 信 を もたせ ることで,児 童が主体的 に考え,実 践

してい く力が育 ってい くよ う期待 している。

しか し,最 近の 日本数学教育学会の実態調査 によると,算 数嫌いが前回の調査よ りも増え,

しか も学年が進むにっれ てその割合が増え る傾向にある。 その原因 は,「 で きる喜びや新 し

いことを知 る感動など,算 数を学ぶよ さを味わわせることが不十分であ った。」「児童一人一

人の よさや可能性を生 か しきれず,教 え込みにな りが ちであ った。」な ど,教 師側にあ るの

で はないか と考え る。また,そ の ことが,主 体的に考え る児童を育て きれていない要因 とな っ

て いるもの と考えた。

そ こで,本 分科会で は特に,児 童一人一人のよさや可能性 を伸ばす視点 か ら,共 感的な児

童理解に基づ き,一 人一人を肯定的に評価 し適切な支援を行 うことが重要であると考 え,本

主題を設定 し,具 体的 な評価 と支援のあり方 を考究す ることに した。

II研 究 のね らい

① 主体的に考え,実 践す る児童の姿を明 らかにする。

② 問題解決の学習の各段階における肯定的な評価 と支援のあ り方を探 る。

皿 研 究 の仮説

問題解決の学習において,児 童一人一人の考えを共感的にと らえ,肯 定的に評価 し支援す

れば,児 童は考え る楽 しさを知 り,主 体的に考え,実 践す る力を身に付 けることがで きる。

IV研 究 の内容

1.主 体的に考え,実 践す る力について

「主体的 に考え,実 践す る力」は,

・自ら問題を見 い出 し,自 分で考え,自 分で判断す る

・判断 した ことを,積 極的に責任を もってや り遂げる

ことととらえる。 この ことを算数の学習の中で考え たとき,本 分科会では,次 の四つの 力

と して具体的にとらえた。

① 一人一人の児童が 自分の問題 と してとらえ,そ の問題を解決 したいとい う意欲を もつ こ

とがで きる力
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② 既有経験や既習事項 を生か して問題 を解決 して い くことができる力

③ 自分の考えは適切であるか,他 の考え はないかな ど自 らの活動を振 り返 ることがで きる

力

④ 学んだことの便利 さや有用性を感 じ,次 の学習や生活の中で役立てて い くことがで きる

力

2.評 価 と支援につ いて

新 しい評価観 では児童のよ さや可能性 を生かす ことを重視 して いる。r計 算がで きない」

「文章題の理解が不十分 」とい う実態 にあ る児童に とって,「 まちが ってい る」「や りなお

し」「図 しかか けない」な どの欠点探 しの減点 法による評価で は,児 童 は満足感,成 就感

が味わえず,自 信を喪失 し,次 の学習への意欲 を失 って しまう。一人一人の長所や努力の

跡 に目を向 け,「 この計算 はで きるよ うにな った」「この発想 はよい」 「ここまでで きるよ

うにな った」な どの加点法による評価 をす ることで,自 分が これか ら進め る学習の道筋 を

明 らかに し,粘 り強 く最後 までや りぬ くことができると考え る。肯定的評価は児童の意欲

を高あ といえ る。

そこで,本 分科会では指導の過程における評価 と支援 を充実 させ ることを工夫 し,次 項

の3.の 表のよ うに示 した。 「粘 り強 く考え る」「考えなおす 」「友達 とよりよい ものを求

める」などの学習により,自 分のよさや可能性 に気付 き,自 信を もち,さ らに既習事項 を

活用 して新 しい問題 にも取 り組 もうとす る意欲が見 られるようになると予想 され る。それ

には,教 師の支援が重要 な役割を果たす ものである。

本分科会で は,支 援を次のよ うにとらえた。

① 児童の考えのよさに共感 し,問 題解決 してい く姿を見守 る。

② 児童の考えのよさに共感 し,積 極的 に取 り上 げ,意 味のあ る賞賛をす る。

③ 児童の可能性 を積極 的に見い出 し,内 にあ る考えのよさを引 き出す。

④ 児童の意欲,態 度の表れをと らえるとともに,ね らいか ら大 きくそれた り,行 き詰 まっ

た児童には適切な手立てを講ず る。

一人一人の児童が,皆 それぞれのよ さや可能性を伸ば したい という願 いを もって いると

い う前提に立 ち,共 感的な理解に基づ く 「肯定的評価」 と 「支援 」とい う教師の働 きかけ

によ って,主 体的に考え,実 践す る児童 を育て ることができるもの と考 える。
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3.肯 定的評価観 に基づ く評価 と支援の具体例(解 決の実行,検 討の段階につ いて抜粋)

めざす児童像 教師の活動 児童の反応 肯定的評価観に基づく評価 支 援
・あ き らめ ず ◎自力解決 ◎ 自力解決で きたか。. 7解 決で きた ことを賞
に,ね ば り

強 く取 り組

む

の喜 びを

もたせ る

工 夫
・解決 して眠

当 初 の計 画 に従 い 自信 を/

/も ・て解決 し答えを得た。.
》 解決の途 中で,よ りよい方/

賛す る。

ヲ なぜ考えを変 えたか
尋ね,思 考の変容 を

解

・よ りよい方

法で解決 し

よ うとす る

・時間の保

障を する
・机 間指導

中,励 ま

しの言葉

る

・解 決 の 途 中・

で あ る

＼ 馨離1+画 纐 して
解決 しよ うとす る意欲はあ→

＼ るが・思考が停滞 した・窩籍 うとしているが時＼

認め る。

〉 で きた ところまでを

認め,っ まず きを明

らかに し,次 の思考

に移れ るよ う助言 す
決 かけをす

る 方 法 ⇒ ノ ー ト,ワ ー ク シ ー
㍉る。
で きた とこ ろ まで を

ト,操 作活動など 認め,解 決 の意欲 を

の
持 続 させ る。

イ ー 一 一 、

・解決の方法 ◎解決方法 ◎解決方法や結果を振 り返 って

が正 しいか や結果 に い るか 。

実

振 り返 る 自信を も

たせ る工

夫

・振 り 返 っ て ・

い る 竃1驚慧鵬鷺
〉 振 り返 る習 慣 を 認

め,見 守 る。
〉 よりよい方法 を求 め

行

・解決方法

や結果を

振 り返 る

習慣 をつ

・振 り返 って・

いな い

りよいものであ るかど うか

＼ 言辮 皇撫 舷が一
番 よ い もの であ る と考 え て/

い る。

る姿勢を認 め,見 守

る。

ヲ 自分の考えを説明で
き る よ うに 助 言 す

る。
ける

1

方法⇒態度,自 己評価カ ーi

ドなど
へ

…

・根拠を明 ら

かに して発

表する

◎ 表現 力を

育て る工

夫
・いろいろ

・自分の考え

を 自分な り

◎自分なりの方法で表現できた

ψ襲瓢 瑚 蹟/
自分な りの方法で表

ヂ現で きた ことを賞賛
し,考 えの根拠が明

らかに表現 されて い

検

な表現方

法 を認 め

る
・安心 して

発言で き

の言葉で説

明 し,友 達

に伝え る

・自分の考え/

を図 などを

しよ う と して,図 な ど に 表

して 説 明 して い る。

発 表 しよ うとす る意 欲 は あ＼

るが,言 葉 だ けで は う ま く'

難 謝 竜 夫して説/

ない 場 合 に は,助 言

して,気 付 くよ うに

す る。

》巽野 翻 醤
な い 部 分 を 補 って

る学級を 用 いて説明 明す るが,う ま く活用 され や った り他 の児童 に

作 る し,友 達 に て い ない 。 補足説明させた りす
・お互 いに

表現 の足

伝え る
・自分の考え

発表 しよ うとす る意欲はあ＼

るが,途 中まで説明 し,そ'
る。y

説明で きた所 までを

りない部 を一生懸命 の先が分か らな くな る。 賞賛す る。思考が混

分を補い 説 明 す る 解決 しているが,自 信がな 乱 している部分 を整
討

合い認め が,友 達 に いので発表 しな い。 理 し,明 らか に して

合う児童

相互の信

頼関係を

作る

うま く伝わ

らない
●

を発表 しよ

_え 膠 膿 雑鍵l
l方 法 ⇒ 発 表,態 度,表 情 等
L i

や った り他 の児童 に

㌧
続 きを説明させたり

す る。

分か る所を説明す る
う と し な ように促す と ともに
い 考えの よさを積極的

に取 り上 げ る。
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4.指 導事項 第2学 年

(1)本 時の 目標

「1000ま で の数 」

・1000未 満 の数 を10や100を ま とま りに して意 欲 的 に数 え よ うとす る
。

・1000未 満の数 を十進法の しくみによりとらえることがで きる
。

② 展 開

問
題
把
握

十二=口

画

実

行

検

討

ま

と

め

児童の反応 評価(★)・ 支援(d)

(ク イ ズ大好 きお じさん か らの 出 題 とい う設 定 で)小 さな 口が

た くさん集 ま って1つ の 大 きな 口 に な りま した。 さて,小 さな

口 が い くっ集 ま って い るで しょうか。 下 か ら選 び,()に0

を っ け ま しょ う。()385()395()405

また,ど の よ うに工 夫 して数 え ま したか。 教 え て くだ さい。

C、10の か た ま りを10個 作 り,100

の か た ま りに して数 え る。

CZ10の か た ま りを作 り,10,20,

30… と数 え る。

C35の か た ま りを作 り,数 え る。

C、1,2,3… と数 字 を 書 き込

ん で数 え る。

C、 考 え込 ん で い る。

C6答 えの確認 と数え方の発表

(略)

C,100の かたま りを作 ると半端が

5あ ることが分か り,405と す

ぐに分か るか らよい。

C、 数字 を書 き込む方法 は最後の

数字 を読めば答えが分か るか

らいいが,め んどうで疲れ る。

時間がた っぷ りあればゆ っく

りで きるが…。

Cg100を 数えて作 るのは大変だけ

ど10な らす ぐに作れ る。で き

た10を10個 集めれば,100の か

たま りになるか ら簡単。

★十進法 の しくみに着 目 している。⇒ ワ着眼点の よ

さを認 あ,見 守 る。

★10ず つ数え るという既習事項 を活用 して いる。⇒

d着 眼点のよ さを認め,見 守 る。

★5と びの数え方 を活用 している。⇒9計 画のよさ

を認めた上で,10ず っ数え る学習が定着 している

児童 に は1年 の学習 を想起 させ る言葉か けを行

う。10ず つ数えるよ さを十分 に味わえて いない児

童 には当初立て た計画に従い実行 させ る。

★落 ちや重 な りな く数えるよう,ま た作業が中断 し

て も続 きか ら開始で きるようにと考えて いる。⇒

d計 画の よさを認めた上で,C、 に対す る支援 と同

様の働 きか けを行 う。

★自身が もてず,表 現をため らって いる。⇒ワ解決

しようとす る意欲を認める。考えがあることを確

認の上,口 頭で言わせて,自 信 を もたせ る。

★考えが聞 き手に正 しく伝わ るよ うに,図 を用 いる

など して説明を工夫 している。⇒9考 えを表現で

ξi燕鍮 瘍暮灘 看灘 醐皇奮1
★100と い う単位 でま とめる ことの よさに気付 いて

いる。⇒ ワよさに目を向けられたことを認め,賞

賛し どのよ うに して100の かたま りを作ればよい

か に目を向 けさせ る。

★考えのよさを認 めなが らも,非 合理的作業である

ことに気付 いている。⇒ワよ りよい もの を追求す

る姿を認 め,ど のようにすればよ りよい方法にな

るか考 えさせ る。

★十進法 の しくみの よさに気付 き,活 用 して いる。
⇒ワよ さに目を向け られた ことを認め,賞 賛す る。
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V研 究 の成 果 と今 後 の課題

1研 究の成果

(1)児 童 を共感的にと らえることによ り,一 人一人の よさを再発見す ることが で きた。

(2)一 人一人の考えや態度 を肯定的 に評価す ることにより,児 童は自信を もち意欲的に取

り組むよ うにな って きた。

(3)個 に応 じた支援 をす ることよ り,児 童 に粘 り強 く問題を解決 しよ うとす る態度が育 っ

て きた。

(4)児 童一人一人の活動の様子を累積す ることより,次 時の反応を予想 し,そ れに対す る

支援を考え ることがで きるようにな った。

2今 後の課題

(1}肯 定的 な評価の観点 と支援のあ り方を実践 を通 して さらに追求 する。

② 児童一人一人の反応を素早 く,的 確に とらえ,評 価 し支援す るカをさ らに高めてい く。

㈲ 互 いの考えを認 め合い,学 んだ ことのよさに気付 く話 し合い活動 をさらに充実 させ る。

[]多 様な肪 考え方を引き出し高めてG'く指導法の工夫
一 集団解決の場 における相互啓発を通 して一

1主 題設 定 の理 由

「多様な見方 ・考え方」がで きることは,激 しい社会の変化によって起 こる様 々な問題 に

対 し,果 敢に しか も柔軟 に立 ち向か ってい くための重要 な資質であ る。個性化の時代 と言わ

れ る今 日,「 多様 な見方 ・考え方 」を育て ることは,よ り個性豊か な人間形成 へつなが って

い くと考え る。

これまで も問題解決学習 において,課 題や指導法を工夫 して児童の多様な見方 ・考え方を

引 き出 した研究事例は少 な くない。 しか し,せ っか くの多様な見方 ・考え方が生 か されない,

児童の主体的な学習にっなが らないとい う傾向 も少な くなか った。そ こで本分科 会で は,自

力解 決の場面で 「多様 な見方 ・考え方」を引 き出すための工夫をす るたけでな く,集 団解決

の場 面での相互啓発への支援 を重視 し,「多様な見方 ・考え方 」の よさの感得や活用を図 り

たいと考え,本 主題を設定 した。

皿 研 究 のね らい

1.児 童の多様 な見方 ・考え方を引 き出す指導の在 り方を探 る。

2.児 童の多様 な見方 ・考え方を高め る集団解決 の場の指導の在 り方を探 る,
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1皿 研 究 の仮 説

1.児 童の多様な見方 ・考 え方 は,課 題の工夫 と発問等の指導助言の工夫 によって引 き出さ

れ る。

2.児 童の多様な見方 ・考 え方 は,集 団解決の場における相互啓発によ ってそのよさが分か

り,活 用が図 られる。

IV研 究 の内容

1.多 様な見方 ・考え方を試み させることの意義

(1)一 つの解決の計画で取 り組んで行 き詰 まったとき,も う一つの解決への方向転換がで

きる。

(2)一 つの方法による解決結果を もう一っの解決方法で確かあることがで きる。

(3)い くっかの解決の過程を比較す ることによ り,よ りよい解決方法 を探 ることがで きる。

(4>既 習事項にっいて,さ らに理解を深めたり数学的な考えを高めた りす ることがで きる。

上記のよ うな経験を積 むことにより,次 第に物事 に柔軟に取 り組む ことがで きるよ うに

なる。 また,自 分 の考えで解決で きた とい う充実感 ・満足感を味わ うことで,自 信を もっ

て行動で きるよ うにな る。

2.多 様な見方 ・考え方を引き出 し高め る課題 と発問

(1)多 様な見方 ・考え方 を引 き出す課題 を提示す る。

① 観点を変 えることによ って,多 様 な考え方 をす ることがで きる課題

(例)一 辺 に20個 の玉を並べて正 方形を作るとき,玉 はい くっ必要で しょう。

まず,数 値を簡単にして一辺が5個 のときを考えてみる。

1調i艦2)×2難(漕
② 児童 自身 に条件を考え させ ることにより,多 様な考えを引 き出す ことがで きる条件

不足の課題

(例)あ めがあ ります。お友だちに分 けて あげると,ひ とり分はなん こにな りますか。

③ 類推的に考え ることによ って,多 様な考え方をす ることがで きる課題

(例)「 小数の計算方法 」と同 じ様 なや り方で 「分数の計算方法」を考えてみ ま しょう。

3
0.3x7-x7

5

11①
3×7の 一 ⇒3×7の 一105

1②o
.1を 単位 と して3×7⇒ を単位 と して3×7

5
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(2)多 様な見方 ・考え方 を引 き出 し高め る発問をす る。

① 何のために多様な見方 ・考 え方 をす るのか児童が分か るよ うな発問

(例)「 一っのや り方を考 えた ら,別 の考 え方で確かめてみま しょう。」

② 自分が どう考えて気付 いたのかを,他 の児童に分かるよ うに発表 させ るよ うな発問

(例)「 どんな ことを もとに して考えたのですか。 今まで に学 習 して分か ってい る

ことを使 って説明 してみま しょう。」

③ 自分が考えた ことが,他 の どのような場合に使えるのかを,児 童に考え させ るよう

な発問

(例)「 他の場合に も言え るか どうか考えてみま しょう。」

④ 同 じ考えをま とめた り,既 習の問題解決 と同 じ考えを使 って解決で きないかを考え

させ るよ うな発問

(例)「 同 じところ,似 てい るところはあ りませんか。」

「前 に学習 した ことで,こ れ と同 じように考え られる ものはあ りませんか。」

3.集 団解決の場の指導のあ り方

{1)自 由に意見が言える雰囲気をつ くる

・発表者の考えの よいところを見つけよ うとする(思 いが けな い意見 も受容す る)

(2)操 作活動,絵,図,表,式 等の数学 的表現を多様に経験で きるよ うにする

・必要 に応 じて,図 や表を用いた り,操 作活動 を した りで きるよ う教材教具を工夫す る

・よい表現,分 けりやす い表現 に目を付け,使 えるようにす る

・式や図 をよみ,考 えを広げ る

(3)練 り上げてい く視点が分か るよ うな適時適切な助言をす る

・それぞれの見方 ・考え方の発想の拠 り所が明 らかになるよ うにす る

・同 じところはど こか,違 うところはどこか,似 ているところはどこか,簡 単 にな って

いるか,ま とめるとどうな るか,い つで も使え るか等

(4)多 様な見方 ・考 え方を生かす

・一人一人の見方 ・考え方が どのよ うに活用 され るかを具体化す る

・っ まず きも活用 できることを具体 化す る

4.実 践 と児童の変容

〈第一次(第1時)平 行四辺形の求積公式を既習の図形の求積公式 か ら導 き出す。〉

問 題[今 日は平行四辺形の面積を求 める公式 を考えてみ ま しょう。]
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○ 自力解決 の場における発問 と主な児童の反応

T1一 つの方法で考えを書 けた人は,他 の方法で も考えてみ ま しょう。

T2自 分 の考えを分か りやす く説明で きるよ うに してお きま しょう。

鑓 贈 四罫 避 ヌ人
〔=高 さ ×底辺 〕 … …C2

○集団解決の場におけ る発問 と主 な練 り上げの記録

T3聞 く人 は自分の考 えと比べ て同 じところ違 うところが あるか考えなが ら聞 きましょ

う。

Cl

T4

C2

T5

C3

C4

C5

平行四辺形を①のよ うに切 って移動 して,長 方形 に して,縦 ×横で面積 を求めます。

この面積の求め方は平行四辺形の どの部分を使 ってい ますか。

横 は平行四辺形の底辺,縦 は平行四辺形の高さにあたるので,高 さ×底辺 にな ります。

今 までの考え方で似ている考え方,ま とめ られる考え方はありませんか。

① も② も③ も同 じ考え方だ と思 います。底辺に対 して垂直(高 さ)な らば,ど こを

切 って も同 じことがいえると思います。

平行四辺形 は,二 組の辺が平行なので,も う一組 の辺の一方 を底辺 と考えて,⑤ の

よ うに底辺に対 して垂直(高 さ)に 切 って も考え られ ます。

すべて,底 辺 ×高 さで面積を求めることがで きると思 います。

〈第四次(第1時)ひ し形 の求積公式を既習の図形の求積公式 か ら導 き出す。〉

問 題[今 日はひ し形 の面積を求め る公式を考えてみ まし ょう。]

児 童 の 考 え方 と集 計

①C8①'

'・、 ひ し形 の 面 積 ・、

"22人=長 方形 の面 積'↓'

=た て ×横

〔e対 角線 ×対 角 線 ÷2〕 ・

cs④

ひ し形 の面 積

e長 方 形 の 面積 ÷2

=た て ×横 ÷2

11人 〔=対 角 線 ×対角 線 ÷2〕 ・

0

/＼ 隔x/8人

...C9

ひ し 形 の 面 積

駐∠ ＼ 一論 形の面積・・
"19人=底 辺 ×高 さ ÷2×2

e底 辺 ×高 さ

…C7e対 角 線 ×対 角線 ÷2

≡雛 熱矯

瓢 診 人
・一
./3人 ♂ ノ

2人

○集団解決の場 にお ける発問 と主 な練 り上 げの記録

C6ひ し形を④ の よ うに2倍 して,長 方形 に して,縦 ×横 ÷2で 面積 を求 め ます。
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C7今 の考えにっけた しですが,横 はひ し形の横の対角線 縦 はひ し形の縦の対角線 と

同 じ長 さにな っているので対角線 ×対角線 ÷2で 面積 を求 あ られます。

C8ひ し形を①の ように切 って移動 して,長 方形 に して,縦 ×横で面積 を求めます。

C9今 の考えにっ けた しですが,縦 はひ し形の縦の対角線,横 はひ し形の横の対角線の

半分 と同 じ長 さにな って いるので,こ の方法 も,対角線 ×対角線 ÷2で 面積がで ます。

C10① と同 じ考え方ですが,①'の ように切 って も同 じことが言え ます。

◎結果 と考察

・平行四辺形の求積公式を既習の図形の求積公式か ら導 き出す授業では,自 力解決の場 に

おいて,二 っ以上の方法を考 えた児童 は3人 しかいなか った。 しか し,集 団解決の場で

相互啓発す ることによ り,等 積変形だけで しか考え られなか った児童が倍積変形や図形

を分割 して考えることがで きた。そ して,ひ し形の求積公式 を既習の図形の求積公式か

ら導 き出す授業で は,28人 が二っ以上の方法を考えた。また,そ の中の16人 は三っ以上

の方法を考え た。

・授業が進むにつれて,T1～T5の ような発問や助言を しな くて も,自 分たちで進んで

問題 を考えた り,練 り上げをす るよ うにな った。 また,友 達の発表や意 見の よか った点

を指摘す る感想文が多 くな った。

・以上の ことか ら,多 様 な見方 ・考え方が次第に育 って きた と考 える。

V.研 究 の成 果 と今 後 の課 題

1.研 究の成果

(1)多 様な見方 ・考え方を引 き出す課題 と発問の具体例を示す ことがで きた。

(2)相 互啓発を活発化す るためには,適 切な発問,自 由に意 見が言える雰囲気,練 り上げ

の視点の理解,発 想の拠 り所の明確化等が大切である ことが分か った。相互啓発の活性

化 によ って,「 算数の授業がお もしろ くな った」という児童が増 えて きた。

(3)相 互啓発によ って高め られ る多様な見方 ・考え方は,拡 散 され る場合(既 習事項を使 っ

て次 々に新 しい考え方 を生み出す)と,集 約 され る場 合(多 様 な見方 ・考え方があ る一

定 の考え方 に高め られ る)が あ ることが分か った。

(4)以 上の成果か ら,多 様な見方 ・考 え方が集団解決の場で高め られ ることが分か った。

2.今 後の課題

(1)多 様な見方 ・考え方を引 き出す課題 と発問にっ いての研究をさらに進め,具 体化す る。

(2)児 童の相互啓発を さらに活性化す るための指導 ステ ップをよ り明確 にす る。
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